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本資料の対象となるHSコード
協定 日EU・日英 TPP11
HS年版 HS2017 HS2012

該当の
規則

付録3-B-1 附属書3-D
第二節 第三節

車両の部品
（構成品）

付録1

第二項
車両

第三項 車両の部品（輸出品）
第一項 第二項*²

(a) (b) (c)

該当の
HSコード

8703項 8407項 8706項 8708項 700711 700711

特定のHS
コード*²
に該当
する

輸出品の
構成品に
関する
規定

構成品の
HSコード
には限定
がない

870310 840710 870600 870810 700721 700721
870321 840721 8707項 870821 870710 870710
870322 840729 870710 870829 870810 870790
870323 840731 870790 870830 870829 870810*¹
870324 840732 870840 870850 870829*¹
870331 840733 870850 870850*¹
870332 840734 870870
870333 840790 870880
870340 8408項 870891
870350 840810 870892
870360 840820 870893
870370 840890 870894
870380 870895
870390 870899

＊１：一部を除く
＊２：8407項、8706項、8708項に該当する輸出品
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付録3-B-1 第2節日EU・日英

【前提】 期間の考え方

➢ 日EU協定 付録3-B-1 第2節１項
この節の規定の適用上、「年」とは、一年目については、この協定の効力発生の日から十二箇月の
期間をいい、その後の各年については、その前年の終了後の十二箇月の期間をいう。

➢ 日英協定 付録3-B-1 第2節１項
この節の規定の適用上、「年」とは、一年目については、この協定の効力発生の日からその後の
最初の一月三十一日までの期間をいい、その後の各年については、当該各年の二月一日に
開始する十二箇月の期間をいう。

2019/2/1

2/1
2021/1/1

2022/2/1

2020/2/1

日EU 日英

1年目

2年目

3年目

4年目

2年目

3年目

1年目
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◼ 暫定期間中は、緩やかな閾値が設定
◼ そのため、適用期間を超えた場合は選択不可

付録3-B-1 第2節日EU・日英

2019/2/1

 2/1

2022/2/1

2020/2/1

日EU

2023/2/1

2024/2/1

2025/2/1

8703項

1年目
～

3年目

4年目
～

6年目

7年目
以降

MaxNOM55%
又は RVC50%

MaxNOM50%
又は RVC55%

MaxNOM45%
又は RVC60%
(通常の閾値)

日英

8703項

1～2年目

3年目
～

5年目

6年目
以降

MaxNOM55%
又は RVC50%

MaxNOM50%
又は RVC55%

MaxNOM45%
又は RVC60%
(通常の閾値)

第2項 車両 8703項 に適用される暫定的な閾値

暫
定
的
な
閾
値

協定の内容

2021/1/1
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協定の内容 JAFTAS

①

②

②

条件：8703項 車両

MaxNOM
55%
又は 

RVC50%

MaxNOM
50%
又は

RVC55%

MaxNOM
45%
又は

RVC60%
（通常の閾値）

暫
定
期
間
中

第2項 車両 8703項 に適用される暫定的な閾値
◼ JAFTAS表記 （例 日EU 8703.21）

①

②

日EU

付録3-B-1
第2節に該当

付録3-B-1 第2節日EU・日英
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2023/2/1

2024/2/1

2025/2/1
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日EU

付録3-B-1 第2節日EU・日英

第3項 車両の部品  (a)8407・8408  (c※)8708 暫定的な閾値

1年目
～

3年目

4年目
以降

MaxNOM
60%
又は

RVC45%

8407項
8408項 8708項

MaxNOM
50%
又は

RVC55%
(通常の閾値)

CTH、
MaxNOM

60%
又は

RVC45%

CTH、
MaxNOM

50%
又は

RVC55%
(通常の閾値)

日英

1～2
年目

3年目
以降
(通常)

MaxNOM
50%
又は

RVC55%
(通常の閾値)

CTH、
MaxNOM

50%
又は

RVC55%
(通常の閾値)

MaxNOM
60%又は
RVC45%

CTH、MaxNOM
60%又は
RVC45%

8407項
8408項 8708項

2019/2/1

2021/1/1

2022/2/1

2023/2/1

2024/2/1

2025/2/1

暫
定
的
な
閾
値

2/1

2020/2/1

※日EU （c）
 日英 （d）

◼ 一定期間、暫定的に緩やかな閾値が設定
◼ ただし、荷姿 輸出品のみに適用

協定の内容
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条件：8407項/8408項
荷姿_輸出品 車両の部品

付録3-B-1 第2節日EU・日英

日EU

暫
定
期
間
中

1年目
～

3年目
MaxNOM

60%
又は

RVC45%

4年目～
MaxNOM

50%
又は

RVC55%

※日EU （c）
 日英 （d）

8

第3項 車両の部品 (a)8407・8408 (c※)8708 暫定的な閾値
◼ JAFTAS表記 （ex 日EU 8407.31）

協定の内容 JAFTAS

付録3-B-1 第2節に該当、かつ

【輸出品の調査にのみ選択可】
⇒荷姿が構成品の場合は、選択不可

2019/2/1

2021/2/1

2022/2/1

2023/2/1

2024/2/1

2025/2/1

2020/2/1
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付録3-B-1 第2節日EU・日英

第3項 車両の部品 (b※)8706・8707 暫定的な閾値

日EU 日英

1年目
～

5年目

6年目
以降

5年目
以降

MaxNOM55%
又は

RVC50%

8706項／8707項

CTH、
MaxNOM45%

又は
RVC60%

(通常の閾値)

CTH、
MaxNOM

50%
又は

RVC55%
(通常の閾値)

CTH、
MaxNOM

45%
又は

RVC60%
(通常の閾値)

MaxNOM
55%又は
RVC50%

8707項

1年目
～

4年目

8706項

MaxNOM
55%又は
RVC50%

暫
定
的
な
閾
値

※日EU （ｂ）8706・8707
 日英 （ｂ）8706（c）8707

◼ 一定期間、暫定的に緩やかな閾値が設定
◼ ただし、荷姿 輸出品のみに適用

協定の内容
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2021/1/1

2022/2/1

2023/2/1
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2025/2/1
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付録3-B-1 第2節日EU・日英

第3項 車両の部品 (b※)8706・8707 暫定的な閾値
◼ JAFTAS表記 （例 日EU 8706.00 ）

条件：8706項/8707項
荷姿_輸出品 車両の部品

6年目～
MaxNOM

45%
又は

RVC60%

1年目
~

5年目

MaxNOM
55%
又は

RVC50%

日EU

協定の内容 JAFTAS

となっていたので ※日EU （ｂ）8706・8707
 日英 （ｂ）8706（c）8707

付録3-B-1 第2節に該当、かつ

【輸出品の調査にのみ選択可】
⇒荷姿が構成品の場合は、選択不可

暫
定
期
間
中

2019/2/1

2021/2/1

2022/2/1

2023/2/1

2024/2/1

2025/2/1

2020/2/1
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◼ 8703.21-8703.90の自動車生産に使われる部品のうち
下記一覧に記載されているものは、通常の品目別規則以外に
加工工程基準を適用することができる

◼ ただし、荷姿 構成品のみに適用

付録3-B-1 第3節日EU・日英

協定の内容(1/3)

第1項 特定の自動車部品に適用される加工工程基準

条
件

用途 8703.21から8703.90までの各号の自動車に使用される構成品

荷姿 構成品

通常PSR CTH、MaxNOM50%又は RVC55%

HSコード 品名 特殊規則（加工工程基準）

7007.11
車両用、航空機用、宇宙飛行体用
又は船舶用に適する寸法及び形状の
強化ガラス

非原産材料の焼戻し。
ただし、第70.07項の非原産材料を使用しないことを
条件とする。

7007.21
車両用、航空機用、宇宙飛行体用
又は船舶用に適する寸法
及び形状の合わせガラス

非原産材料の焼戻し又は積層。
ただし、第70.07項の非原産材料を使用しないことを
条件とする。

8708.10
バンパー
(その部分品を除く)

バンパー及び
その部分品

生産において使用されるすべての非原産で
あるポリマー製品及びフラットロール製品が鋳造され、
又はプレス加工されること。
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◼ 8703.21-8703.90の自動車生産に使われる部品のうち
下記一覧に記載されているものは、通常の品目別規則以外に
加工工程基準を適用することができる

◼ ただし、荷姿 構成品のみに適用

付録3-B-1 第3節日EU・日英

協定の内容(２/3)

第1項 特定の自動車部品に適用される加工工程基準

条
件

用途 8703.21から8703.90までの各号の自動車に使用される構成品

荷姿 構成品

通常PSR CTH、MaxNOM50%又は RVC55%

HSコード 品名 特殊規則（加工工程基準）

8708.29
車体用プレス部品
(その部分品を除く)
扉組み立て
(その部分品を除く)

車体のその他の
部分品および
付属品

(車体用プレス部品)
全ての非原産材料が鋳造され、又はプレス加工されること。
(扉組立て)
ドアスキン又はインソールパネルを製造するために使用される全ての非原産材料が鋳造され、又はプレ
ス加工されること。生産において使用される全ての非原産であるドアの部品が組み立てられること。
ただし、第87.08項の非原産材料は使用してはならない。

8708.50
駆動軸(差動装置を有するもの
に限るものとし、伝動装置をその
他の構成部品を有するか有しな
いかを問わない）
非駆動軸(その部分品を除く）

駆動軸及び
非駆動軸並び
にこれらの部品

(駆動軸)
ドライブシャフト及びディファレンシャルギヤが非原産である金属フラットロールから生産されること。
ただし、第87.08項の非原産材料は使用してはならない。
(非駆動軸)
非駆動軸が非原産である金属フラットロールから生産されること。
ただし、第87.08項の非原産材料は使用してはならない。

12
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条
件

荷姿 構成品

通常PSR MaxNOM45%又は RVC60%

HSコード 品名 特殊規則（加工工程基準）

8707.10
8703.21から8703.90までの各号
の自動車用の鉄鋼製ホワイトボディ

自動車の車体 第72.07項、第72.18項及び第72.24項の
非原産である鉄鋼製の半製品の産品からの生産

◼ 8703.21-8703.90の自動車生産に使われる部品のうち
下記一覧に記載されているものは、通常の品目別規則以外に
加工工程基準を適用することができる

◼ ただし、荷姿 構成品のみに適用

付録3-B-1 第3節日EU・日英

協定の内容(３/3)

第1項 特定の自動車部品に適用される加工工程基準

13

8703.21から8703.90までの
各号の自動車用の鉄鋼製ホワイトボディ
（注）この節の規定の適用上、「ホワイトボディ」とは、

 金属部品が溶接された塗装前の車体をいい、
 フレーム及び車体部分の組立てを含み、
次のものの枠組み構造の組立てを除く。

     ①エンジン
 ②シャシの部分組立品及びトリム

（ガラス、腰掛け、椅子張り用品、電子部品等）
     ③可動部品（ ドア、トランク、ボンネット及びフェンダー）

第72.07項、第72.18項及び第72.24項の非原産である鉄鋼製の半製品の産品からの生産
（注）関連する生産工程の基準を適用するため、
(a)次に掲げるホワイトボディの部品は、当該ホワイトボディの一部を構成する場合には、
鉄鋼製のものでなければならない。
①Ａピラー、Ｂピラー及びＣピラー又はこれらに相当する部品
②サイドメンバー又はこれに相当する部品
③クロスメンバー又はこれに相当する部品
④フロアサイドレール又はこれに相当する部品
⑤サイドパネル又はこれに相当する部品
⑥ルーフサイドレール又はこれに相当する部品
⑦ダッシュボードサポート又はこれに相当する部品
⑧ルーフサポート又はこれに相当する部品
⑨リアウォール又はこれに相当する部品
⑩ファイアウォール又はこれに相当する部品
⑪バンパービーム又はこれに相当する部品
⑫フロアパン又はこれに相当する部品

(b)部品又は部品の組合せは、その名称にかかわらず、(a)に掲げる部品と同一の機能を
果たす場合には、同様に鉄鋼製のものでなければならない。
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付録3-B-1 第3節日EU・日英

付録3-B-1 3節
加工工程基準

青でハイライトされていない⇒JAFTASで判定不可
（JAFTAS外で判定し、（２）手動/システム外判定

の欄に結果を入力してください）

JAFTAS判定不可
JAFTAS外での判定が必要

加工工程基準の
内容についての詳細は

ここをクリック

第1項 特定の自動車部品に適用される加工工程基準
◼ JAFTAS表記 （例 日EU 7007.11）

協定の内容 JAFTAS

条
件

用途
8703.21から8703.90
までの各号の自動車に
使用される部品

荷姿 構成品

通常PSR
CTH、MaxNOM50%
又は RVC55%

HSコード 品名 特別規定

7007.11

車両用、
航空機用、
宇宙飛行
体用又は
船舶用に
適する寸
法及び形
状の強化
ガラス

非原産
材料の
焼戻し。
ただし、第
70.07項
の非原産
材料を使
用しないこ
とを条件と
する

14

【構成品の調査にのみ選択可】である旨、記載
⇒荷姿が輸出品の場合は、選択不可
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完全生産品 A
原産材料のみから
生産される産品 B

CTC VA SP
付録3-B-1
第3節

品目別原産地
規則(PSR)を
満たす産品

C1 C2 C3 C4

累積 D
許容限度 E

用いられた原産性の基準
場合に応じて申告文に次の一又は二の記号を記載

■原産地に関する申告文に

付録3-B-1 第3節を用いた場合はC4を記載

第1項 特定の自動車部品に適用される加工工程基準
◼ 申告文作成時の注意&JAFTAS表記

協定の内容 JAFTAS

付録3-B-1 第3節日EU・日英

構成品に付録3-B-1 第三節を適用した原産材料がある場合には、
申告文作成時にC4を加筆ください
※付録3-B-1 第三節を適用した場合も原産資格証明書（I）の
メニューで出力される申告文データには、適用基準C4が自動反映
されません。
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◼ 8701.10ｰ8701.30または、8702項-8705項の自動車の
生産に使用される表Aの部品に適用
◼ ただし、荷姿 構成品のみに適用
◼ 通常の品目別規則に加えて、表Bの加工工程基準も認められる

付属書3-D 付録1TPP11

表A 条件
通常規則

表B 特殊規則
加工工程基準HSコード 品名 荷姿

7007.11 強化ガラス

構成品

CTH 1.複雑な組立て
2.複雑な溶接
3.ダイカストその他の鋳込み成形
4.押出成形
5.鍛造
6.熱処理
(ガラスの強化や金属の焼戻しを含む)
7.積層
8.切削
9.金属成形
10.鋳造
11.スタンピング(プレス成型を含む)

注１「複雑な」とは、専門的な技能及びその工程を行うために特別に生

産され又は設置された機械、器具又は工具（特定の産品についての工

程を行うことを目的として生産された機械、器具又は工具であるかどうかを

問わない。）の使用を必要とする工程をいう。

注２表Ｂに掲げる工程には、統一システムの解釈に関する通則２(a)に

従って産品として分類される非原産材料である構成部品の単なる組立て

を含まない。

7007.21 合わせガラス CTH

8707.10 車体 (乗用車用)
CTH、またはRVC
(BU&NC:35%BD:45%)

8707.90 車体 (乗用車用以外)

ex 
8708.10 バンパー (部品を除く) CTSH、またはRVC

(BU&NC:45%BD:55%)

ex 
8708.29

車体用プレス部品
およびドア・アセンブリ

CTSH、またはRVC
(BU&NC:40%BD:50%)

ex 
8708.50

駆動軸、非駆動軸
(部品を除く）

CTSH、またはRVC
(BU&NC:40%BD:50%)

協定の内容

第1項 (b)特定の自動車部品に適用される加工工程基準

出典： TPP11解説書（日本貿易振興機構（ジェトロ）海外調査部海外調査計画課 作成）
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表B 加工工程基準

1.複雑な組立て
2.複雑な溶接
3.ダイカストその他の鋳込み成形
4.押出成形
5.鍛造
6.熱処理(ガラスの強化や金属の焼戻しを含む)
7.積層
8.切削
9.金属成形
10.鋳造
11.スタンピング(プレス成型を含む)

JAFTAS判定不可
JAFTAS外での判定が必要

青でハイライトされていない⇒JAFTASで判定不可
（JAFTAS外で判定し、(2)手動/システム外判定
の欄に結果を入力してください）

第1項 (b)特定の自動車部品に適用される加工工程基準
◼ JAFTAS表記 （例 TPP11 7007.11）

協定の内容 JAFTAS

表A

条
件

用途

8701.10ｰ8701.30
または、8702項-
8705項の自動車に
使用される部品

荷姿 構成品

HSコード 品名

7007.11 強化ガラス

通常規則 CTH

付属書3-D 付録1TPP11

17

附属書3-D 付録1第1項(b)
加工工程基準

加工工程基準の
内容についての詳細は

ここをクリック

8701.10ｰ8701.30または、8702項-8705項の
自動車に使用される部品に適用可能 &

【構成品の調査にのみ選択可】
⇒荷姿が輸出品の場合は、選択不可
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◼ 表Cに記載されている産品に関して適用
◼ 表C記載されている産品の生産に使用される構成部品については、表Bの加工工程を

一つでも満たす場合は、原産材料として扱える
◼ ただし、上記要件を満たした原産材料の価額が、表Cに記載されている産品の域内

原産割合の計算上、一定の閾値を超えてはならない

付属書3-D 付録1TPP11

表C 条件

HSコード 品名 閾値

8407.33 ガソリンエンジン(排気量250cc超1,000cc以下) 10％

8407.34 ガソリンエンジン(排気量超1,000cc超) 10％

8708.20 輸送車両用ディーゼルエンジン 10％

8706.00 原動機付きシャシ 10％

8708.10 バンパー及び同部品 10％

8708.21 シートベルト 10％

8708.29 車体のその他の部分品及び附属品 5％

8708.30 ブレーキ及び同部品 10％

8708.40 ギヤボックス及び同部品 10％

8708.50 駆動軸・非駆動軸及び同部品 5％

8708.80 懸架装置(サスペンション)及び同部品 10％

8708.94 ハンドル、ステアリングユニット及び同部品 10％

8708.95 安全エアバッグ及び同部品 5％

8708.99 その他の自動車用部品及び附属品 5％

左記の部品の

生産に使用

される材料

例）

排気バルブ

点火プラグ

熱量噴射装置

吸気バルブ

シリンダー

ピストン …

荷
姿

表B 加工工程基準

構
成
品

1.複雑な組立て
2.複雑な溶接
3.ダイカストその他の鋳込み成形
4.押出成形
5.鍛造
6.熱処理
(ガラスの強化や金属の焼戻しを含む)
7.積層
8.切削
9.金属成形
10.鋳造
11.スタンピング(プレス成型を含む)
注１「複雑な」とは、専門的な技能及びその工程を行うために

特別に生産され又は設置された機械、器具又は工具（特定

の産品についての工程を行うことを目的として生産された機械、

器具又は工具であるかどうかを問わない。）の使用を必要とす

る工程をいう。

注２表Ｂに掲げる工程には、統一システムの解釈に関する通

則２(a)に従って産品として分類される非原産材料である構成

部品の単なる組立てを含まない。

協定の内容

第2項 (b)特定の自動車部品に適用されるVA計算&原産材料

出典： TPP11解説書
（日本貿易振興機構（ジェトロ）海外調査部海外調査計画課 作成）
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エンジン

点火

プラグ

◼ 依頼者は表Cの産品の域内原産割合を計算する際、表Bの加工工程を一つ
でも満たす構成部品の価額が、表Cに定める閾値内であれば、原産材料として
付加価値に算入できる

付属書3-D 付録1TPP11

表C

HS
コード

品名 閾値

8407.
33

ガソリンエンジン(排気量
250cc超1,000cc以下)

10％

回答者依頼者

協定の内容

第2項 (b)特定の自動車部品に適用されるVA計算&原産材料

荷
姿

表B 加工工程基準

構
成
品

1.複雑な組立て
2.複雑な溶接
3.ダイカストその他の鋳込み成形
4.押出成形
5.鍛造
6.熱処理
(ガラスの強化や金属の焼戻しを含む)
7.積層
8.切削
9.金属成形
10.鋳造
11.スタンピング(プレス成型を含む)
注１「複雑な」とは、専門的な技能及びその工程を行うために

特別に生産され又は設置された機械、器具又は工具（特定

の産品についての工程を行うことを目的として生産された機械、

器具又は工具であるかどうかを問わない。）の使用を必要とす

る工程をいう。

注２表Ｂに掲げる工程には、統一システムの解釈に関する通

則２(a)に従って産品として分類される非原産材料である構成

部品の単なる組立てを含まない。

19

点火プラグがエンジンの価額の10％以下

であれば、表Bの加工工程基準を満たした

原産材料として扱える
※表Bでの証明はJAFTAS上ではできない為、

システム外で判定した結果をJAFTASに登録して

いただく必要がある。
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青でハイライトされていない⇒JAFTASで判定不可
（JAFTAS外で判定し、(2)手動/システム外判定
の欄に結果を入力してください）

第2項 (b)特定の自動車部品に適用されるVA計算&原産材料
◼ JAFTAS表記 例：依頼者側 8407.33 エンジンの原産資格調査

協定の内容 JAFTAS

エンジン

依頼者

表C

HS
コード

品名
閾
値

8407.
33

ガソリンエンジン
(排気量250cc超
1,000cc以下)

10
％

付属書3-D 付録1TPP11

JAFTAS判定不可
JAFTAS外での判定が必要

20

点火プラグがエンジンの価額の10％以下

であれば、表Bの加工工程基準を満たした

原産材料として扱える
※表Bでの証明はJAFTAS上ではできない為、

システム外で判定した結果をJAFTASに登録して

いただく必要がある。

附属書3-D 付録1第1項(b)
を構成品として含む場合は

こちらを選択
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青でハイライトされていない⇒JAFTASで判定不可
（JAFTAS外で判定し、(2)手動/システム外判定
の欄に結果を入力してください）

第2項 (b)特定の自動車部品に適用されるVA計算&原産材料
◼ JAFTAS表記 例：回答者側 8511.10 点火プラグ（エンジンの構成品）の原産資格調査

協定の内容 JAFTAS

回答者

点火プラグ

荷
姿

表B 加工工程基準

構
成
品

1.複雑な組立て
2.複雑な溶接
3.ダイカストその他の鋳込み成形
4.押出成形
5.鍛造
6.熱処理
(ガラスの強化や金属の焼戻しを含む)
7.積層
8.切削
9.金属成形
10.鋳造
11.スタンピング(プレス成型を含む)
注１「複雑な」とは、専門的な技能及びその工程を行うために

特別に生産され又は設置された機械、器具又は工具（特定

の産品についての工程を行うことを目的として生産された機械、

器具又は工具であるかどうかを問わない。）の使用を必要とす

る工程をいう。

注２表Ｂに掲げる工程には、統一システムの解釈に関する通

則２(a)に従って産品として分類される非原産材料である構成

部品の単なる組立てを含まない。

JAFTAS判定不可
JAFTAS外での判定が必要

付属書3-D 付録1TPP11
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【調査起点となる原産資格調査が
附属書3-D付録1第2項(b)を
利用することを確認した構成品である
場合のみ選択可】

⇒選択する場合は依頼者に
JAFTAS外で確認

⇒【構成品の調査にのみ選択可】

附属書3-D 付録1第1項(b)
加工工程基準
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03-5219-8761

jaftas_support@tktc.co.jp

お気軽にお問合せください JAFTASサポートデスク

平日 10:00 ～ 17:00(12:00 ～ 13:00を除く)

22

更新履歴

＜Ver2.0＞
全体：資料体裁を修正
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